
平
成
二
十
年
二
月
十
二
日
提
出

質

問

第

七

九

号

財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
に
お
け
る
刀
剣
審
査
の
規
程
違
反
・
手
続
き
等
の
不
正
に
関
す
る
質
問
主

意
書

提

出

者

佐

々

木

憲

昭
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財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
に
お
け
る
刀
剣
審
査
の
規
程
違
反
・
手
続
き
等
の
不
正
に
関
す
る
質
問
主

意
書

公
益
財
団
法
人
で
あ
る
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
に
お
け
る
刀
剣
審
査
の
あ
り
方
、
不
透
明
性
等
に
つ
い
て
、
一
昨
年
来
、

国
会
で
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
私
も
予
算
委
員
会
（
分
科
会
）
や
文
部
科
学
委
員
会
、
質
問
主
意
書
等
に
お
い
て

繰
り
返
し
問
題
点
を
指
摘
し
、
公
益
法
人
と
し
て
国
民
の
信
頼
を
得
る
べ
く
改
善
の
措
置
等
に
つ
い
て
質
し
て
き
た
。

そ
の
後
、
昨
年
五
月
、
主
務
官
庁
で
あ
る
文
化
庁
は
、
同
協
会
に
実
地
検
査
に
入
り
、
数
項
目
に
渡
る
指
導
を
行
っ
て
き
た

と
聞
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
協
会
執
行
部
は
、
国
会
で
指
摘
さ
れ
た
数
々
の
問
題
点
に
対
し
、
改
善
の
措
置
を
講
ず

る
べ
く
真
摯
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
私
ど
も
の
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
審
査
申
請
を
め
ぐ
る
協

会
執
行
部
の
関
与
し
た
疑
惑
、
実
態
の
な
い
「
幽
霊
会
員
」
に
よ
る
申
請
疑
惑
の
未
解
明
等
、
様
々
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る

と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
な
く
し
て
良
識
あ
る
協
会
会
員
や
全
国
の
刀
剣
愛
好
家
か
ら
の
信
頼
を
回
復

す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
考
え
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

〇
七
年
五
月
の
同
協
会
へ
の
実
地
検
査
は
ど
の
よ
う
な
目
的
、
内
容
で
実
施
さ
れ
た
も
の
か
。
改
め
て
質
し
た
い
。
日

一



時
、
検
査
項
目
、
聴
取
対
象
等
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

二

実
地
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

�

実
地
検
査
の
結
果
を
文
化
庁
と
し
て
ど
の
よ
う
な
認
識
で
受
け
止
め
て
い
る
か
。
ま
た
、
協
会
に
対
し
て
検
査
の
結
果

内
容
、
文
化
庁
の
認
識
等
に
つ
い
て
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
通
知
し
た
か
。

�

一
昨
年
来
の
国
会
で
の
質
疑
を
踏
ま
え
、
協
会
に
よ
る
「
改
善
」
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
文
化
庁

と
し
て
引
き
続
き
「
改
善
」
を
求
め
る
点
は
何
か
。
明
確
に
さ
れ
た
い
。

三

「
疑
惑
は
な
か
っ
た
」
と
す
る
協
会
執
行
部
の
対
応
に
つ
い
て

�

協
会
執
行
部
は
、
〇
七
年
（
平
成
十
九
年
）
十
一
月
七
日
付
文
化
庁
長
官
宛
の
報
告
書
に
お
い
て
、
「
刀
剣
審
査
に
対

す
る
疑
惑
に
つ
い
て
、
会
長
以
下
新
執
行
部
が
一
年
間
鋭
意
調
査
し
た
結
果
、
疑
惑
に
該
当
す
る
事
実
は
な
か
っ
た
」
と

の
回
答
を
行
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
が
、
相
違
な
い
か
。

�

私
は
、
昨
年
三
月
二
十
七
日
、
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
会
で
、
複
数
の
協
会
理
事
・
役
員
が
内
部
規
程
に
違
反
し
て
審

査
の
申
請
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
非
会
員
で
あ
る
も
の
が
「
申
請
者
は
会
員
に
限
る
」
と
の
定
め
に
反
し
て
、
重
要
・
特

別
重
要
刀
剣
の
審
査
に
多
数
申
請
し
て
い
る
問
題
な
ど
を
指
摘
し
た
。
そ
の
後
新
た
に
判
明
し
た
事
実
だ
け
で
も
、
平
成

二



十
四
年
（
二
〇
〇
二
年
）
四
月
か
ら
平
成
十
八
年
（
〇
六
年
）
四
月
の
四
年
間
で
、
非
会
員
か
ら
の
申
請
数
は
「
特
別
重

要
」
七
十
七
件
、
「
重
要
」
二
百
三
十
六
件
、
合
計
三
百
十
三
件
に
も
上
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
文
化
庁
は
把
握

し
て
い
る
か
。

�

昨
年
五
月
の
実
地
検
査
直
後
か
ら
も
受
付
期
間
外
の
申
請
が
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
次
の
「
申
請
」

で
あ
る
。

（
Ａ
）

平
成
十
九
年
（
〇
七
年
）
六
月
度
の
受
付
期
間
は
、
六
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
で
あ
る
（
『
刀
剣
美
術
』
同
年

五
月
号
「
掲
示
板
」
参
照
）
。
し
か
し
、
例
え
ば
「
№
�
�
�
」
の
申
請
物
件
は
、
申
請
日
付
が
六
月
十
二
日
で

あ
り
、
受
付
期
間
外
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
小
林
常
務
理
事
よ
り
依
頼
さ
れ
六
月
十
三
日
に
打
刻
」
と
明
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
「
№
�
�
�
」
の
申
請
物
件
は
、
申
請
者
高
橋
正
法
氏
、
扱
者
「
真
玄
堂
」
で
あ
る
。
「
№
�
�

�
」
以
降
の
申
請
物
件
は
、
申
請
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
受
付
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
真
玄
堂
扱
い
」
の

申
請
物
件
も
明
ら
か
に
規
程
違
反
で
あ
る
。

「
真
玄
堂
」
と
は
、
「
架
空
の
名
前
を
使
っ
て
申
請
し
た
」
と
す
る
疑
惑
を
、
私
が
国
会
質
疑
で
指
摘
し
た
刀

剣
商
で
あ
る
。

三



（
Ｂ
）

同
年
七
月
度
の
受
付
期
間
は
、
七
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
で
あ
る
（
『
刀
剣
美
術
』
同
年
六
月
号
「
掲
示
板
」

参
照
）
。
し
か
し
、
前
月
同
様
、
受
付
期
間
外
の
申
請
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
№
�
�
�
�
」
の
場
合
、
「
二
〇

〇
七
年
七
月
十
三
日
Ｐ
Ｍ
三：

四
五
受
付

�
�
�
�
か
ら
�
�
�
�
の
八
本
は
、
岩
田
課
長
の
指
示
の
も
と
…

本
日
受
付
」
と
の
メ
モ
書
き
も
添
付
さ
れ
て
い
る
。

主
務
官
庁
で
あ
る
文
化
庁
は
、
こ
れ
ら
の
不
正
事
例
を
把
握
し
て
い
る
か
。
こ
の
申
請
期
限
外
の
受
付
は
一
例
に
過
ぎ

な
い
が
、
同
年
六
〜
七
月
は
、
国
会
で
審
査
の
透
明
性
、
不
正
な
手
続
き
等
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
、
文
化
庁
と
し
て
も
実

地
検
査
に
入
っ
た
直
後
で
あ
る
。
し
か
も
、
具
体
的
な
規
程
違
反
に
関
わ
っ
た
も
の
と
し
て
現
職
の
「
常
務
理
事
」
や

「
課
長
」
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
自
体
、
由
々
し
き
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
国
会
で
疑
惑
を
指
摘
さ
れ
た

業
者
が
、
繰
り
返
し
受
付
期
限
外
の
申
請
に
関
わ
っ
て
い
る
。

伊
吹
文
明
文
部
科
学
大
臣
（
当
時
）
は
、
〇
六
年
（
平
成
十
八
年
）
十
月
二
十
日
の
文
部
科
学
委
員
会
で
、
「
一
つ
し

か
な
い
機
関
が
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
と
か
行
為
違
反
と
い
う
の
と
同
じ
疑
い
を
差
し
挟
ま
れ
な
い
よ
う
に
厳
正
に
行
動
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
原
点
が
確
立
さ
れ
れ
ば
一
番
い
い
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
方
向
で
文
化
庁
が
努
力
す
る
と
思
い
ま
す
」
と

答
弁
し
て
い
る
。

四



文
化
庁
は
、
こ
の
答
弁
に
即
し
て
い
か
な
る
努
力
を
行
っ
て
き
た
か
。
ま
た
、
右
に
指
摘
し
た
事
態
に
つ
い
て
、
協
会

の
報
告
ど
お
り
、
「
疑
惑
は
な
か
っ
た
」
と
す
る
の
か
。
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

四

「
非
会
員
全
員
が
入
会
し
た
」
と
す
る
協
会
の
報
告
に
つ
い
て

�

協
会
執
行
部
は
、
平
成
十
九
年
十
一
月
七
日
付
で
文
化
庁
に
対
し
、
要
旨
以
下
の
よ
う
な
報
告
を
行
っ
た
と
承
知
し
て

い
る
。

「
『
非
会
員
か
ら
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
入
会
後
に
申
請
を
受
け
付
け
て
い
る
』
と
説
明
し
た
が
、
平
成
十
六
年
四
月

の
特
別
重
要
刀
剣
等
審
査
の
際
に
非
会
員
申
請
者
が
い
る
と
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
合
格
し
た
者
に
対
し
会
員
と

な
る
べ
く
交
渉
中
で
あ
る
。
…
…
な
お
、
平
成
十
七
年
の
重
要
、
平
成
十
八
年
の
特
別
重
要
等
の
各
審
査
の
際
の
非
会
員

申
請
に
つ
い
て
は
、
現
在
調
査
中
で
あ
り
、
調
査
が
済
み
次
第
、
対
応
策
に
つ
い
て
も
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。
」

こ
の
非
会
員
か
ら
の
申
請
問
題
に
つ
い
て
、
昨
年
十
一
月
の
当
該
報
告
以
降
、
協
会
執
行
部
は
い
か
な
る
「
改
善
の
措

置
」
を
講
じ
て
き
た
か
。
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

協
会
は
今
年
二
月
、
（
Ａ
）
第
十
八
回
（
平
成
十
六
年
四
月
）
特
別
重
要
刀
剣
審
査
の
際
、
合
格
者
の
う
ち
受
付
時
非

会
員
か
ら
の
申
請
分
に
つ
い
て
は
全
員
が
入
会
し
た
、
（
Ｂ
）
平
成
十
六
年
度
及
び
平
成
十
七
年
度
の
重
要
刀
剣
等
審
査

五



の
際
、
合
格
者
の
う
ち
受
付
時
非
会
員
か
ら
の
申
請
分
に
つ
い
て
は
全
員
が
入
会
し
た
、
と
の
報
告
を
行
っ
た
と
聞
く
。

こ
の
報
告
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
事
実
か
。

こ
の
報
告
が
事
実
な
ら
、
「
非
会
員
全
員
が
入
会
し
た
」
と
す
る
内
容
を
、
文
化
庁
は
容
認
す
る
か
。

�

昨
年
の
予
算
委
員
会
分
科
会
に
お
い
て
私
は
、
同
じ
会
員
番
号
の
人
が
次
々
と
名
前
を
使
い
分
け
て
申
請
し
て
い
る
実

態
、
い
わ
ゆ
る
「
幽
霊
会
員
」
の
例
を
具
体
的
に
挙
げ
て
、
徹
底
し
た
調
査
と
改
善
の
た
め
の
指
導
を
求
め
た
（
〇
七
年

三
月
一
日
予
算
委
員
会
第
四
分
科
会
）
。
先
述
の
よ
う
に
平
成
十
四
年
四
月
か
ら
平
成
十
八
年
四
月
ま
で
の
四
年
間
で
、

非
会
員
か
ら
の
申
請
は
三
百
十
三
名
に
も
上
る
。
こ
の
な
か
に
は
、
特
定
の
業
者
が
故
意
に
偽
名
や
仮
名
を
使
っ
て
申
請

し
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
協
会
の
報
告
通
り
「
非
会
員
全
員
が
入
会
し
た
」
の
な
ら
、
こ
の
架
空
の
名
前
を
使
っ

て
申
請
し
た
実
態
は
ど
の
よ
う
に
解
明
さ
れ
て
い
る
か
。
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

具
体
的
に
伺
う
。
『
刀
剣
美
術
』
（
〇
五
年
十
一
月
号
）
に
お
い
て
、
「
重
要
刀
剣
」
指
定
物
件
の
一
つ
に
「
脇
指

銘

和
泉
守
国
貞

小
泉
忠
雄
」
と
発
表
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
当
時
（
平
成
十
七
年
九
月
）
の
受
付
の
際
、
当
該

物
件
申
請
者
の
会
員
番
号
は
「
一
九
九
四
五
」
と
な
っ
て
い
る
。
私
ど
も
の
調
べ
で
は
、
こ
の
会
員
番
号
は
、
存
在
し
て

い
な
い
。
ま
た
、
申
請
者
住
所
に
申
請
者
が
存
在
し
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
改
め
て
確
認
を
求
め
る
が
、

六



右
「
会
員
番
号
」
「
申
請
者
氏
名
」
「
申
請
者
住
所
」
は
合
致
し
て
い
る
か
。
厳
密
な
調
査
の
う
え
、
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

�

〇
五
年
九
月
の
第
五
十
一
回
「
重
要
刀
剣
」
審
査
申
請
に
お
い
て
、
他
に
も
同
様
の
疑
惑
が
あ
る
。
（
Ａ
）
別
の
人
の

会
員
番
号
で
申
請
〈
十
九
件
〉
、
そ
の
う
ち
刀
剣
商
「
真
玄
堂
」
の
家
族
・
親
族
の
会
員
番
号
を
使
用
し
た
も
の
〈
九

件
〉
、
（
Ｂ
）
「
真
玄
堂
」
の
住
所
で
申
請
し
た
も
の
〈
五
件
〉

な
ど
が
際
だ
っ
た
規
程
違
反
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

（
Ｃ
）
刀
剣
商
「
霜
剣
堂
」
が
仮
の
名
前
（
偽
名
）
で
申
請
し
た
物
件
も
二
件
判
明
し
て
い
る
。

業
者
と
の
癒
着
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
実
態
か
ら
も
、
「
根
は
深
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
当
然
で

あ
る
。
「
第
五
十
一
回
重
要
刀
剣
等
審
査
の
受
付
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
協
会
の
公
告
に
は
、
「
申
請
人
は
本
協
会
会
員

に
限
り
ま
す
。
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
一
つ
を
見
て
も
、
自
ら
が
決
め
た
規
程
に
、
協
会
執
行
部
自
ら
が
違

反
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

審
査
規
程
が
遵
守
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
「
な
ぜ
、
守
ら
れ
て
い
な
い
の
か
」
「
問
題
の
所
在
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
」

と
少
な
く
な
い
会
員
や
一
般
の
人
々
か
ら
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
疑
問
に
対
し
て
文
化

庁
は
い
か
な
る
見
解
を
も
っ
て
い
る
か
。
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。

七



�

先
述
の
よ
う
に
協
会
の
現
職
理
事
や
役
員
な
ど
本
来
「
範
を
垂
れ
る
」
べ
く
要
職
に
あ
る
人
物
が
、
率
先
し
て
規
程
違

反
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
深
刻
な
問
題
が
あ
る
。
私
は
、
国
会
質
疑
で
四
人
の
現
職
理
事
の
具
体
的
違
反
数
を
挙
げ
て

改
善
の
方
向
を
質
し
た
（
〇
七
年
三
月
二
十
七
日
、
文
部
科
学
委
員
会
）
。
そ
の
後
の
調
査
で
は
、
合
計
六
名
の
現
職
理

事
が
違
反
し
て
い
る
。
重
大
な
こ
と
は
こ
れ
ら
の
理
事
が
い
ま
だ
に
理
事
会
に
在
籍
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
で
協
会
が
健
全
な
公
益
性
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
。
考
え
る
な
ら
そ
の
理
由
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

五

民
法
の
規
定
に
の
っ
と
っ
た
対
応
に
つ
い
て

伊
吹
文
部
科
学
大
臣
（
当
時
）
は
、
国
会
の
答
弁
で
「
公
益
法
人
改
革
と
い
う
こ
と
が
今
言
わ
れ
て
い
る
中
で
、
や
は
り

き
ち
っ
と
国
民
の
信
頼
を
得
て
い
か
な
い
と
当
該
団
体
自
体
も
困
る
わ
け
で
す
」
（
前
出
・
予
算
委
員
会
分
科
会
）
と
強
調

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
余
り
に
非
常
識
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
場
合
は
、
…
民
法
の
規
定
に
の
っ
と
っ
て
適
切
に
対
処

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
も
述
べ
て
い
る
（
前
出
・
〇
七
年
文
部
科
学
委
員
会
）
。

こ
の
答
弁
は
、
き
わ
め
て
重
い
も
の
で
あ
る
。
民
法
第
六
十
七
条
第
二
項
は
、
「
主
務
官
庁
は
、
法
人
に
対
し
、
監
督
上

必
要
な
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
て
い
る
。
主
務
官
庁
の
「
指
導
」
や
「
実
地
検
査
」
を
受
け
た
直
後
に
も
審

八



査
に
関
わ
る
不
正
行
為
を
繰
り
返
し
た
り
、
い
わ
ゆ
る
「
幽
霊
会
員
」
の
解
明
も
行
わ
ず
に
、
「
非
会
員
全
員
が
入
会
し

た
」
と
の
態
度
を
と
り
続
け
る
公
益
法
人
に
対
し
て
、
「
必
要
な
命
令
を
す
る
」
時
期
で
あ
る
と
考
え
る
。
見
解
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

九


